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分野

新規薬剤や、環境中に標的分子が存在すると機能のｽ
ｲｯﾁがｵﾝになるｾﾝｻｰなどに応用可能であると考えられ
る。

川上純司 教授

ﾌﾛﾝﾃｨｱｻｲｴﾝｽ学部生命化学科

機能性核酸の設計解析、
医薬品、遺伝子治療への応用

新しい機能を持ったﾘﾎﾞｻﾞｲﾑを創出

新しい機能を持った核酸の取得、解析、設計

●特徴
RNA「ﾘﾎﾞ核酸」の中でも酵素「ｴﾝｻﾞｲﾑ」活性を持

つ分子はﾘﾎﾞｻﾞｲﾑと呼ばれ、RNAを切断したり結合し
たりする触媒活性を持つものが自然界から見いださ
れている。ﾘﾎﾞｻﾞｲﾑは、標的RNAの特定部位を切断で
きるものが設計できるため、細胞内で遺伝子機能を
阻害できる可能性があり、がん遺伝子のｍRNAの切断、
白血病原因遺伝子、HIVのｹﾞﾉﾑ切断など積極的な研究
が世界的に繰り広げられている。RNAの切断以外の新
規な触媒活性を持つ人工ﾘﾎﾞｻﾞｲﾑを取得することがで
きれば、遺伝子治療などの医学的応用のみならず、
広く工学的な応用も期待できる。

●研究内容
「試験管内分子進化」と呼ばれるﾌﾟﾛｾｽによって、

新しい機能を持った人工ﾘﾎﾞｻﾞｲﾑを創出している。一
例として、特定の標的化合物が存在するときにだけ
酵素となるﾘﾎﾞｻﾞｲﾑを開発している。この新規な人工
ﾘﾎﾞｻﾞｲﾑは、健康な細胞中では何もせず、病気の細胞
中でのみ機能のｽｲｯﾁがｵﾝになる自己機能調節型の

ﾘﾎﾞｻﾞｲﾑ、RNA酵素、遺伝子機能の阻害、生命分子の新機能、人工生命分子、試験管内分子進化
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図 試験管内分子進化


